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目的 胸部 X 線による黒色腫転移早期発見の有用性を検証する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング Massachusetts General Hospital 皮膚科 
対象者 1990 年から 1994 年までの悪性黒色腫患者 994 人 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （2） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （22 ） 

介入（要因曝露）  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 転移検出率 1.主要 2.副次 3.その他（１ ）

2 生存率 1.主要 2.副次 3.その他（２ ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

胸部 X 線で 75 人に転移が発見され、63 人の擬陽性例は後に転移な

しと判明した。41 人は無症候であったが 34 人は他の部位に転移が

証明されていた。この 2 群では生存率に有意差はみられなかった。

 
 

結論 

無症候の肺転移を早期に発見することが生存率の改善につながると

する根拠は得られなかった。 
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エビデンスのレベル分類（IV） 
肺転移が最初の転移か、そうでないかの 2 群での比較で有意差がみ

られなかったとする報告。 
 
 




